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ご挨拶 

 

2026 年 11 月 6 日（金）から 8 日（日）まで、日本広告学会第 57 回全国大会を日本大学砧キ

ャンパスにて開催いたします。本大会が会員のみなさまにとって、日頃の研究成果を共有し、新

たな知見や交流を得る機会となれば幸いです。会場となる砧キャンパスは祖師ヶ谷大蔵駅から少

し距離がございますが、みなさまに気持ちよくお過ごしいただける大会となるよう、準備を進め

ております。多くのみなさまのご参加を心よりお待ちしております。 

また本大会の開催にあたりましては、公益財団法人吉田秀雄記念事業財団ならびに公益社団法

人日本アドバタイザーズ協会より、ご支援を賜りました。ここに厚く御礼申し上げます。 

 
2026 年 10 月 1 日 

日本広告学会第 57 回（2026 年度）全国大会 大会運営委員⾧ 

田部渓哉（日本大学商学部） 

 
1. 大会統一論題（大会テーマ）：広告ビジネスの地殻変動 

 

近年、インターネット広告の急速な拡大に伴い、広告取引の管理や運用の主導権は、従来の広

告会社や媒体社から、プラットフォーマーへと移行しつつあります。その結果、メディアコミッ

ションを基盤として成立してきた従来型の広告ビジネスモデルは、大きな転換点を迎えていま

す。さらに、外資系コンサルティング会社やグローバル制作会社が日本の広告市場へ本格的に参

入する一方、日本の広告会社も海外展開を進めており、広告ビジネスの国際化と産業構造の再編

が加速しています。 

こうした環境変化のもと、広告主・広告会社・媒体社・プラットフォーマーといった主要プレ

イヤー間の関係性や役割分担は、かつてないほど流動化しています。その背景には、AI に代表さ

れる情報技術の急速な進歩と普及があり、広告ビジネスの全体像や将来像を見通すことは、ます

ます難しくなっています。 

本大会では、こうした問題意識のもと、広告ビジネスの構造変容を多角的に検討し、これから

の広告コミュニケーションにおいて顕在化する課題と求められる研究を展望するとともに、広告

研究と実務の接点をあらためて問い直し、次の 10 年を見据えた新たな理論的・実践的展望を提

示することを目的とします。 

 
日本広告学会第 57 回（2026 年度）全国大会 プログラム委員会 

 
2. 日程：2026 年 11 月 6 日（金）、7 日（土）、8 日（日） 

 

・11 月 6 日（金）：各種委員会、理事会（兼常任理事会） 

・11 月 7 日（土）：シンポジウム、会員総会、懇親会 

・11 月 8 日（日）：研究プロジェクト報告、国際学会参加補助報告、JAAA 懸賞論文入賞者報

告、自由論題報告 
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3. 会場 

 
日本大学 砧キャンパス（〒157-8570 東京都世田谷区砧５―２−１） 

※交通経路などは「9. キャンパスへのアクセス・キャンパスマップ」をご確認ください。 

 
4. シンポジウム 

 

基調講演１：最適化の隘路を越えて ——地殻変動の時代における広告ビジネスの再定義 

講演者：安藤元博氏（大妻女子大学 社会情報学部 情報デザイン専攻 教授） 

【略歴】東京大学大学院学際情報学府博士課程修了、博士（社会情報学）。博報堂にて多くの顧

客企業のマーケティング／ブランディング／デジタルビジネスを担務。ACC グランプリ他受賞。

カンヌ国際クリエイティビティフェスティバル審査員等を歴任。博報堂取締役常務執行役員、博

報堂 DＹホールディングス取締役常務執行役員 CTO を経て現職。青山学院大学・多摩大学大学

院客員教授。著書『広告ビジネスは、変われるか？ テクノロジー・マーケティング・メディア

のこれから』『価値創造する市場 テクノロジーが紡ぐあたらしい交換（コミュニケーション）』

他。 

 
基調講演２：デジタル時代のブランド想起 (仮) 

講演者： 命尾泰造氏（株式会社コーセー） 

【略歴】中央大学経済学部卒業後、株式会社コーセーに入社。専門店、百貨店、チェーンドラッ

グの営業職を経て、2017 年よりセレクティブブランド事業部（現 DECORTÉ 事業部）にて販売企

画、美容教育企画、事業戦略立案に従事。2023 年にコーセープロビジョン株式会社代表取締役

に就任し、2025 年からは株式会社コーセー執行役員マーケティング戦略部部⾧・マーケティン

グ DX 担当を兼務。2026 年 1 月より同社執行役員 DECORTÉ 事業部事業部⾧に就任。法政大学大

学院経営学研究科修了（マーケティングコース）。 

 
基調講演３：広告は費用か、投資か ——事業価値のある広告のあり方とは 

講演者： 松矢順一氏（ボストン・コンサルティング・グループ） 

【略歴】青山学院大学大学院国際マネジメント研究科修了。ADK、伊藤忠商事、楽天でデジタル

マーケティング領域を管掌し、国内外のスタートアップ企業の立ち上げを経験。DeloitteDigital

設立参画を経て、現在はボストン コンサルティング グループの Partner & Associate Director と

してデジタルビジネスのバリューアップやマーケティング領域の戦略策定から事業運用まで幅広

く支援。日本広告学会評議員、日本マーケティング学会学会員、多摩美術大学非常勤講師。著書

に BCG デジタルパラダイムシフト等。 

 
パネルディスカッション：広告ビジネスの地殻変動 

パネリスト： 安藤元博氏、命尾泰造氏、松矢順一氏 

モデレーター：日塔史（電通） 
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5. 大会プログラム 

 
11 月 6 日（金） 

 

 

 
11 月 7 日（土） ※受付：3 号館 2 階 講堂前 （9：00～）  

 
 
 

 

各種委員会、理事会（兼常任理事会）

本館3階 31会議室

各種委員会（各委員長から該当する方に別途お知らせします。）14:00-16:00

理事会（兼常任理事会）（本部事務局から該当する方に別途お知らせします。）16:00-18:00

シンポジウム、会員総会、懇親会

3号館2階 講堂

開会挨拶（10分）
石崎徹（日本広告学会会長／専修大学）

10:00-10:10

挨拶・解題（10分）
田部渓哉（総合司会／第57回全国大会運営委員長／日本大学）

10:10-10:20

基調講演１（50分）
最適化の隘路を越えて ——地殻変動の時代における広告ビジネスの再定義

安藤元博氏（大妻女子大学）
10:20-11:10

休憩（5分）11:10-11:15

基調講演2（50分）
デジタル時代のブランド想起 (仮)
命尾泰造氏（株式会社コーセー）

11:15-12:05

昼休み（85分）12:05-13:30

基調講演3（50分）
広告は費用か、投資か ——事業価値のある広告のあり方とは

松矢順一氏（ボストン・コンサルティング・グループ）
13:30-14:20

休憩・準備（10分）14:20-14:30

パネルディスカッション（90分）
パネリスト：安藤元博氏、命尾泰造氏、松矢順一氏

モデレーター：日塔史（電通）
14:30-16:00

休憩・準備（10分）16:00-16:10

会員総会（80分）16:10-17:30

事務連絡・移動（15分）17:30-17:45

食堂（アゼリア）

懇親会（120分）17:45-19:45
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11 月 8 日（日） ※受付：2 号館 2 階 2205 教室前 （9：00～）  

 

 

研究プロジェクト報告、国際学会参加補助報告、JAAA懸賞論文入賞者報告

2号館2階 2206教室

司会：弦間一雄（大阪経済大学）

【研究プロジェクト報告】藤井徹（文教大学）
コピーライティング教育における『インプット設計』の最適化と学生アウトプットへの影響

10:00-10:30

司会：中野香織（駒澤大学）

【国際学会参加補助報告】岡野雅雄（文教大学）10:30-10:45

休憩（15分）10:45-11:00

【JAAA懸賞論文入賞者報告1】本田完氏（博報堂）
アテンションの終焉、リレーションの夜明け ―広告会社は「対話的クリエイティビティ」を武器に、企業の事業開発パートナーへ

11:00-11:30

【JAAA懸賞論文入賞者報告2】津村啓氏（朝日広告社）
AI社会における広告パーソンの三極化と、その心理的課題に対する仏教哲学的アプローチ

11:30-12:00

昼休み（60分）12:00-13:00

自由論題報告

SS：ショートセッション（報告＋質疑15分）、RS：レギュラーセッション（報告＋質疑30分）、〇：研究代表者

第3会場
2号館2階 2203教室

第2会場
2号館2階 2202教室

第１会場
2号館2階 2201教室

司会：上原拓真（電通）司会：坂井直樹（日経広告研究所）司会：久保田進彦（青山学院大学）

【SS】 五十嵐正毅（大東文化大学）
広告認識の世代間比較―DXは変化をもた

らしたのか？―

【SS】 劉玉婷（千葉商科大学）
インクルーシブ広告研究の体系的レビュー
-概念、研究動向、今後の研究課題-

【SS】 中塚千恵（関東学院大学）
「推し活」における応援広告実施者の特徴

に関する探索的研究
13:00-13:15

【SS】 吉田岳彦（マウンテンビュー株式会
社）

限られた注意を分け合う：広告混雑と反復
摩耗の分割正規化モデル

【SS】 井上重信（武庫川女子大学）
ソーシャルマーケティングにおける広告コ

ミュニケーションの媒介機能

【SS】 畠山仁友（立正大学）
インフルエンサー広告において透明性は広

告効果を高めるか？
13:15-13:30

【SS】 峯尾圭（東京都立大学）
環境ラベルに描かれた手のモチーフが購
買意図に与える影響ー自然に対する心理

的所有感の逐次媒介効果ー

【SS】 唐沢龍也（関東学院大学）
日本企業におけるDE&I情報の開示とブラン
ド価値の構成的関係の考察-Web情報、
CEOメッセージ、YouTube動画、組織体制

に着目したfsQCA分析-

【SS】 〇瀨良兼司（日本大学）
牧野耀（近畿大学）

身体操作連動型広告が消費者の評価に
与える影響

13:30-13:45

休憩（15分）13:45-14:00

司会：芳賀康浩（青山学院大学）司会：日塔史（電通）司会：五十嵐正毅（大東文化大学）

【RS】 竹原賢一（慶應義塾大学大学院/積
水ハウス株式会社）

紹介促進システムモデルの提案と検証

【RS】 弦間一雄（大阪経済大学）
広告の制作と観察における作品性の変
容 ー 参加の複眼性から多眼化、そして単

眼化

【SS】 新井亨（愛知淑徳大学）
租税教育の課題ーPRの視点からの一考察

14:00-14:15

【SS】 高田豊造（目白大学）
平成30年間のラジオCM表現の分類と体系
化〜ラジオCMの評価と傾向を知る上での

指針の確立〜

14:15-14:30

【RS】 〇村尾俊一（流通科学大学）
大橋久美子（学習院大学）

日本におけるアカウントプランニングの歴史
とデジタル化

【RS】 吉川昌孝（京都精華大学）
誰が広告をつくるのか――TikTokにおける

広告制作の変容

【RS】 宮田正一（日本医療福祉生活協同
組合連合会）

医療教育が形成する認知フィルターと広告
反応の因果構造～国家試験領域を基点と

したECARモデルの学際的展開～

14:30-15:00

【RS】 野澤智行（大妻女子大学）
日本とアメリカのキャラクター受容および広
告・マーケティング活用効果比較

【RS】 水田圭（秋田公立美術大学）
ＡＩ時代におけるクリエイティブ教育ー19世
紀に提起された「ネガティブケイパビリティ」

の再認識ー

ー15:00-15:30

休憩・移動（5分）15:30-15:35

ーー
【閉会挨拶】
伊吹勇亮

（日本広告学会副会長／関西大学）
15:35-15:45
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6. 参加申し込み方法 

 

下記の QR コードから参加申し込みページにアクセスし、登録および参加費等のお支払いをお

願いいたします。参加人数の把握や名札の準備等のため、参加費のお支払いが不要な場合も、必

ず参加申し込みの登録を行ってください。なお、大会当日に会場で参加費等をお支払いいただく

ことはできません。必ず事前にお申し込み・お支払いくださいますよう、お願いいたします。 

 

 
URL：https://reg-cloud.com/jaa20261107/Entry/RegTop.aspx 

申込期限：10 月 31 日（土）17：00 

 

（1）正会員・名誉会員の方 

参加申し込みの登録とあわせて、該当する参加費・懇親会費を画面の案内にしたがってクレジ

ットカードでお支払いください。 

 

 大会参加費：5,500 円（大学院生：3,000 円） 

 懇親会費：5,000 円 

※大学院生（博士前期課程、修士課程、博士後期課程、社会人大学院生を含む）の方は、当日、学生証をご持参ください。 

 

（2）賛助会員の方 

参加申し込みの登録をお願いいたします。賛助会員は、3 名まで大会参加費が無料となりま

す。懇親会に参加される場合は、別途、懇親会費をお支払いください。4 名以上で参加される場

合は、4 名目以降の方について大会参加費が必要となります。お支払いがある場合は、画面の案

内にしたがってクレジットカードでお支払いください。 

 

 大会参加費：無料（4 名目以降：5,500 円） 

 懇親会費：5,000 円 

※賛助会員社にご所属の個人会員は、賛助会員の無料参加枠をご利用いただけません。個人会員としてお申し込みください。 

 

（3）非会員の方 

参加申込の登録とあわせて、該当する参加費・懇親会費を画面の案内にしたがってクレジット

カードでお支払いください。 

 

 大会参加費：8,000 円（学部生・会員家族：無料） 

 懇親会費：5,000 円 
※学部生の方は、当日、学生証をご持参ください。会員のご家族が参加される場合は、会員の参加登録時に、指定の欄へご家
族の氏名をご記入ください。  
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（4）領収証について 

参加申し込み登録とお支払いが完了すると、領収書を電子発行できます。申し込み完了メール

に記載されている手順にしたがって、発行してください。 

 

（5）大会報告要旨集について 

大会報告要旨集は紙媒体では発行せず、PDF データで配布いたします。大会開催の前に、学会

ホームページに掲載いたします。ダウンロードページの URL と PDF の閲覧に必要なパスワード

を、事前に参加申し込みの登録をされた方にメールでお知らせする予定です。 

 

（6）参加費等の返金について 

一度お支払いいただいた参加費・懇親会費等は、いかなる理由があっても返金いたしかねま

す。あらかじめご了承くださいますよう、お願いいたします。 

※クレジットカードのご利用ができない方は、大会運営事務局までメールでご連絡ください。 

 

7. 会場内の写真・動画の撮影および SNS 等への投稿について 

 

本大会における、すべての講演者、報告者の提示資料（画面）の撮影は禁止いたします。業務

上必要な撮影や記念撮影等、会場内の様子を撮ることは妨げませんが、登壇者、報告者、他の参

加者への配慮をお願いします。特に、SNS などインターネット上への投稿には十分に注意するよ

うお願いいたします。 

 
8. 第 57 回（2026 年度）全国大会企画運営体制 

 

□大会運営委員 

委員⾧ 田部渓哉（日本大学）  

副委員⾧ 井上裕珠（日本大学）   

委員（50 音順）  

小川豊武（日本大学）、松野奈都子（日本大学）  

□プログラム委員  

委員⾧ 芳賀康浩（青山学院大学）  

副委員⾧ 田部渓哉（日本大学）  

委員（50 音順）  

岡田庄生（法政大学）、中野香織（駒澤大学）、日塔史（電通）  

□大会運営事務局  

〒157-8570 東京都世田谷区砧５―２−１  

日本大学 商学部 田部渓哉研究室  

電話：03-3749-6840  

e-mail：jaa57.nihon@gmail.com  
※大会に関するお問い合わせは大会運営事務局宛にお寄せください。できる限りメールでご連絡いただけますと幸いです。 
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9. キャンパスへのアクセス・キャンパスマップ 

  

■小田急線「祖師ヶ谷大蔵」駅 下車 徒歩 12 分  

■小田急線「成城学園前」駅から東急バスまたは小田急バスで 5 分「日大商学部前」下車  
※キャンパス周辺は住宅街のため、近隣に飲食店や宿泊施設はほとんどありません。また、土・日曜日はキャンパス内のコン
ビニおよび学食が閉鎖されています。キャンパス内には飲食スペースがありますので、昼食は各自でお弁当などをご持参くだ
さい。 


